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図書紹介

日本 デ ザ イ ン学会 編 集

「デ ザ イ ン事 典』

朝倉書店2003年736ペ ー ジ

豊原正智/大 阪芸術大学

「事典」 というものは,時 がたてば増補,

改訂等をしながら時代の変化に対応 して行 く

という方法をとるが,デ ザインの分野におい

て,『新版デザインハ ンドブック』からさす

がに30年以上経ち,全 く新 しい 「デザイン事

典」が刊行されたのは,21世 紀を迎えたこと

もあるが,待 望久 しいという感 じがする。現

在の技術の発展や社会情勢の変化を見ると,

もはや30年 前とは連続 しない別な時代への移

行のような気がするといったら言い過ぎであ

ろうか。

80年代に入 り,急 速にパソコンが普及しは

じめ,今 日ではもはや特別な専門家のツール

ではな く,ま さしくパーソナルな一つの電化

製品となりつつある。IT(情 報技術)と い

う言葉が日常化 して久 しいが,そ の中核をな

すデジタル ・テクノロジーはわれわれの生活

環境の隅々まで浸透 し,こ れまでにはない新

しい生活の機能やスタイルを提案 している。

一方で産業の発展に伴う地球温暖化など環境

問題は深刻化 しており,国 際会議が頻繁に開

かれなければならなくなっている。 また,90

年代には,ソ 連の解体,東 西 ドイツの統一な

どによる冷戦構造が崩壊 し,そ のことが世界

的な融和への希望をもたらす一方で,地 域紛

争や民族の対立を逆に生み出し,新 たな貧困

や難民問題を抱えることになった。このよう

な状況はもはや一国や一地域だけで解決する

ことは不可能であり,富 の分配に関する先進

国の役割は極めて大きいといわなければなら

ない。全地球的な視点や 「グローバ リゼーショ

ン」が叫ばれる理由である。

われわれの具体的な生活の豊かな実現を目
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指 す デ ザ イ ン もま た そ の よ うな視 点 か ら免 れ

る こ とは で き な い。 こ こ数 十 年 の こ の よ うな

技 術 的,社 会 的状 況 の急 速 な変 化 は,ま さ し

く 「デ ザ イ ン」 とい う領 域 に と って 新 た な思

考 の 転換 を含 む課 題 を 突 き付 け られ て い る と

い って もよ い。 そ の こ とは,大 学 で のデ ザ イ

ン教 育 の場 に お い て も,学 科 の専 攻 や コ ー ス

の名称 の変 更に現れ てお り,従 来の 「グラフ ィ ッ

ク」,「イ ンテ リア」,「プ ロ ダ ク ト」,「イ ンダ

ス トリア ル」 に加 え て,あ る い は代 わ って,

「情 報 」,「映 像 」,「 スペ ー ス」,「環 境 」,「 ラ

イ フ」 とい った言 葉 を冠 した ものが 増 え て き

て い るよ うに思 う。

世 紀 の 転 換 期 に あ って,困 難 で は あ るが

「21世 紀 に求 め られ る デ ザ イ ンの 全 容 を 新 た

な 視 点 か らま とめ た い」(序)と い う要 請 に

応 え よ う とす る この 『事 典 』 の意 義 は少 な く

な い。 そ の構 成 は ま さ し くこ の よ う な状 況 に

対応 す べ く,新 た な枠 組 み か ら5つ の部 門 に

分 け て編 成 さ れ,さ らに4か ら8の 項 目 の分

か れ,本 学 会 員 を含 む234名 の 専 門 家 に よ る

執 筆 が な され て い る。5つ の部 門 は以 下 の通

りで あ る。

1.デ ザ イ ンの流 れ ・広 が り

2.デ ザ イ ン と生 活 ・社 会

3.デ ザ イ ンの科 学 と方 法

4.デ ザ イ ン と法 律 ・制 度

5.デ ザ イ ン と経 営

1.で は,デ ザ イ ンの理 念 と歴 史 が 議 論 さ

れ,カ ラ ー 図版 と解 説 に よ って,道 具,空 間,

伝達 の3分 野 の 「20世紀 デ ザ イ ンの 名作 た ち」



が と りあ げ られ て い る。 この 「名 作 た ち」 の

写 真 は,端 的 に戦 後 デ ザ イ ンの流 れ と現 代 デ

ザ イ ンの状 況 を 一 望 で きて面 白 い。 そ れ らは

広 い意 味 で 今 日の グ ッ ドデ ザ イ ンで あ る。 宮

内氏 は それ らの 「名 作 た ち」 が 「日常 生 活 の

用 を果 た す だ けで な く,美 的 な もの と して享

受 され て い る事 実 を 示 す の が ね らい で あ る」

と述 べ るが,ま さ し くデ ザ イ ンの本 質 で あ ろ

う。 戦 後 美 術 の 中で 「聖 」 と 「俗 」,「高 級 」

と 「低 級 」 の 区 別 が な くな って久 しい が,そ

の 美 術 とデ ザ イ ンの 区別 も明確 で は な くな っ

て い る。 特 に橋 梁 の デ ザ イ ンや 「ス トリー ト

フ ァニ チ ュ ア」,空 間 や 光 の デ ザ イ ンを 見 る

と き,あ る い は コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク

ス に よ る伝 達 デ ザ イ ンを 見 る とき,わ れ わ れ

は一 方 で 「生 活 の 用」 を意 識 しな が ら も,大

い に 「自由 な 美 」 を 感 じ取 って い る の で は な

い か。 それ らの融 合 か ら豊 か な生活 の ヴ ィジ ョ

ンを 提 示 して い る もの,そ れ が 「名 作 た ち」

な の で あ ろ う。

2.で は,「 あ るべ き 人 間 生 活 」 と い う極

め て 本 質 的 な デ ザ イ ンの 枠 組 み の下 に,「 環

境 」,「エ コ ロ ジー」,「福 祉 」 とい った現 代 の

キ ー ワー ドを デ ザ イ ンの 問題 に取 り込 んで い

る。 特 に福祉 や高 齢化 社 会 に伴 う 「生 活 の質」

の 問題 は21世 紀 の切 実 な課 題 で あ る。

3.で は,こ れ もま た,デ ザ イ ンを従 来 の

よ うに 「芸 術 と技術 の 中 間領 域 」 に位 置 づ け

るの で は な く,「 あ らゆ る 科 学 の融 合 した 」

学 際 領 域 と して と らえ,「 デ ザ イ ンの 科 学 と

して の 体 系 の 再 編 」 を 試 み よ う とす る。 「記

号 論 」 や 「感 性 論 」,あ るい は 「ニ ュー ラル

ネ ッ トワー ク」,「 フ ァ ジ ィ論 」 な ど は ま さ し

くそ れ らの 学 問 自体 が 「学 際 的 」 なの で あ り,

そ の よ うな方 法 論 が現 代 の科 学 と して のデ ザ

イ ンに要 請 され て い る とい う こ とで あ ろ う。

4.お よ び5.に 見 られ る法 律 や 制 度,あ

る い は経 営 の 問題 が独 立 した 部 門 と して 「デ

ザイン事典」に組まれているのもやはり現代

を映 している。これは最近のことであるが,

企業内技術者の発明の対価の問題にみられる

ような権利意識や知的財産権の問題,公 害,

事故などに伴う賠償責任の問題等は世界的に

注目されており,企 業は過剰なほど敏感になっ

ている。また古 くて新しい産学共同や大学な

どを含むベ ンチャービジネスなど,今 日では

デザインにとっても避けて通れない問題がと

りあげられている。これらの問題は当然,行

政との関わ りの中で,あ るいはデザイン教育

にも取 り込まれなければならない問題であろ

う。

い うまで もな く,「 事典」 というものは

「辞典」 とは異な り,言 葉の知識を得るもの

ではな く,む しろ 「読む」ことで事柄を理解

し,問 題の在 り処を掴み,一 定のパースペク

ティブを得るものであろう。従って 「網羅的」

になるが,し かしそこから次の個別的,専 門

的な 「深化」が始まるのである。それは個別

の専門書にゆだねられるのであり,そ こへ辿っ

ていける 「専門書」 として,こ の 『デザイン

事典』を大いに利用したい。
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